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１ 開  会 

 

 

２ 分科会長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

（1）分担案件の審査    

  ア 分科会審査 

    第 17 号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第 10 号） 

 

（2）意見・要望のまとめ 

  ア 分科会意見・要望のまとめ 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉  会 
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午後２時０１分開会 

○分科会長（清水  寛） それでは、よろしいです

か。皆さんおそろいですので、ただいまから文教民

生分科会を開会します。 

 これより、３の協議事項１番のア、分担案件の審

査に入ります。 

 審査日程ですが、予算決算委員会付託議案に係る

当分科会に分担された議案の説明、質疑、討論、表

決を行います。 

 その後、委員のみで、分科会意見、要望等の取り

まとめを行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、発言の最初には、必ず課名と名字をお願い

いたします。 

 それでは、第１７号議案、令和６年度豊岡市一般

会計補正予算（第１０号）を議題といたします。 

 当局の説明は、歳出、歳入の順に一気に説明をお

願いします。 

 説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 それでは、教育委員会教育総務課から説明をお願

いします。 

 教育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） それでは、第１７号

議案、令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第１０

号）について説明いたします。 

 初めに、歳出でございます。１４７ページをご覧

ください。 

 小学校施設整備費の学校施設整備事業費でござ

います。指定避難所となっています小学校のうち、

１９校の体育館につきまして、災害時の良好な生活

環境を確保し、あわせて、教育活動での熱中症リス

クの低減を図り、放課後児童クラブや社会体育にお

ける快適な活動環境を整えるため、空調設備を整備

するものでございます。 

 整備に当たりましては、中学校の体育館と同様に、

スポットエアコンでの整備を計画しております。ス

ポットエアコンにつきましては、供給メーカーが限

られているため、機材確保の理由から、２０２４年

度から２０２７年度まで、３つのグループに分割し

て整備するものでございます。 

 対象の１９校を児童数、避難人口、夏季の体育館

利用実績及び学校再編の予定に基づき、整備の順位

づけをしております。 

 初年度となります２０２４年度から２０２５年

度につきましては、順位上位の豊岡小学校、八条小

学校、五荘小学校、日高小学校の４校に加えまして、

来年度、長寿命化工事を予定しておりまして、併せ

て整備することが効率的であります三江小学校を

加えた５校に整備するものでございます。 

 実施設計委託料に８４５万３，０００円、整備工

事費に１億７，２５０万円の計１億８，０９５万３，

０００円を計上しております。 

 次に、歳入でございます。１４５ページをご覧く

ださい。 

 上から２つ目の表、教育費国庫補助金の小学校費

補助金でございます。 

 空調設備整備臨時特例交付金として９，０４７万

５，０００円を計上しております。この補助金は、

１２月の国の補正予算において、避難所として活用

される学校の体育館等への空調設備を加速するた

め新設されたもので、補助率２分の１となっており

ます。 

 １つ飛ばしまして、一番下の表、教育債の小学校

債でございます。 

 公立小学校整備事業債としまして、９，０３０万

円を計上しております。補助裏に対しての起債で、

充当率１００％、交付税措置率５０％となっており

ます。 

 次に、繰越明許費補正でございます。１３６ペー

ジをご覧ください。 

 年度内の事業完了が困難と見込まれますため、歳

出で説明しました１億８，０９５万３，０００円全

額を来年度に繰り越すものでございます。 

 最後に、地方債補正でございます。１３７ページ
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をご覧ください。 

 市債につきまして、公立小学校整備事業費の限度

額の変更を行うものでございます。歳入で説明しま

したとおり、９，０３０万円を増額いたします。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

森垣議員。 

○委員（森垣 康平） ２点ほどちょっとお聞かせく

ださい。 

 １つ、去年、たしか中学校の空調設備をつける前

に、一般質問の中でもいろいろと議論があったと思

うんですけど、そのときに光熱費が結構高くなるか

ら、導入は少し考えなければいけないみたいな意見

も、たしか教育委員会側からあったと思うんですけ

ど、今回、中学校、小学校、空調ついて、そういっ

た光熱費的なコストは大丈夫なのかということと、

あと、夜間とか小学校ではない、関わりのない団体

が体育館を使うこともあると思うんですけど、そう

いったときのお金的な、料金的なことはどういうふ

うに教育委員会としては考えられているのか、ちょ

っとお聞かせください。 

○分科会長（清水  寛） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） まず、ご質問ござい

ました電気代の件でございます。 

 昨年度、中学校のほう、整備いたしまして、中学

校のほうの実績に基づきまして、おおむね１個当た

り、また、エアコン１台当たりということで、金額

の算出ができておりますので、その分につきまして

は、また来年度の当初予算の中で見込めるものと考

えております。 

 続きまして、２つ目としまして、夜間等、社会体

育での利用の件についてご質問いただいたところ

でございます。 

 もちろん整備をいたしましたので、夜間につきま

しても利用していただきたいということでは考え

ておるところでございますが、実際、その分の電気

代ということになってくると、難しいところがござ

いまして、来年度以降、施設の利用料の改正を予定

しておりますので、その中で、また、担当の文化ス

ポーツ振興課のほうで検討されるということでは

伺っております。以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ２０２５年がこの５校で、３

年にわたってグループに分けてと言われたんです

けど、２６年、２７年、もし決まってたら教えてい

ただきたいのともう一つは、充当率１００％、市債、

それで、交付率が５０％ということは、９，０００

万円の半分ぐらい、４，５００万円ぐらいが市の持

ち出しってことでよろしいでしょうか。その２点、

お願いします。 

○分科会長（清水  寛） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） ３グループの整備の

内容でございますが、予定としましては、再来年度、

２０２６年度につきましては、田鶴野小学校、府中

小学校、三方小学校、新田小学校、弘道小学校、城

崎小学校、そして、小坂小学校を予定しておるとこ

ろでございます。 

 最終の２０２７年度につきましては、福住小学校、

中筋小学校、神美小学校、八代小学校、清滝小学校、

合橋小学校、そして、資母小学校ということで予定

をしているところでございます。 

 次に質問がございました起債の充当率、措置率の

件でございますが、半分が交付税で戻ってくるとい

うところで、実際の市の持ち出しにつきましては、

事業費の４分の１ということで考えております。以

上でございます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（清水  寛） ほかございますか。よろ

しいですか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 



 3 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認めます。よ

って、第１７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で分科会に分担されました議案に対する審

査は終了しました。 

 ここで、委員の皆さん、当局の皆さんから何かあ

りましたらご発言願います。よろしいですか。いい

ですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、当局職員の皆

さんは退席していただいて結構です。お疲れさまで

した。 

午後２時１１分休憩 

──────────────────── 

午後２時１２分再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、会議を再開し

ます。 

 次に、協議事項３の２番のア、分科会意見・要望

のまとめに入ります。 

 当分科会の意見・要望として、予算決算委員会に

報告すべき内容について、ご協議いただきたいと思

います。 

 本日分科会で審査いたしました第１７号議案に

ついて、分科会意見・要望についてのご発言があれ

ばお願いいたします。（「結構です」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、ただいま協議いただきました分科会長

報告の案文については、正副分科会長に一任いただ

きたいと思います。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 最後に、協議事項４、その他についてを議題とい

たします。 

 委員の皆さんから、何か協議や意見交換等すべき

事項があればご発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） そしたら、特にないよう

ですので、以上をもちまして文教民生分科会を閉会

いたします。お疲れさまでした。 

午後２時１３分閉会 

──────────────────── 


